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１ 令和６年度の被害状況
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令和６年度の被害額は、約４億２百万円であり、令和５年度より約6千４百万円、約19％の  

  増加となった。

（１）部門別・作物別被害状況

290,852 303,152 273,324 334,384 122.3%

果樹 124,633 133,115 110,003 96,616 87.8%

水稲 74,802 79,251 73,055 104,014 142.4%

野菜 48,453 39,598 40,909 88,496 216.3%

いも類 20,091 24,218 20,175 23,788 117.9%

飼料作物 18,755 24,456 26,391 20,334 77.0%

その他 4,118 2,514 2,791 1,136 40.7%

76,676 54,031 57,269 55,816 97.5%

15,476 15,668 8,100 12,076 149.1%

383,004 372,851 338,693 402,276 118.8%

人工林

特用林産物

合計

農作物

（単位：千円）

部門･作物 ５年度 ６年度 対前年度比４年度３年度

野生鳥獣による農林作物等の令和６年度被害額について



２ 被害額増減の要因

（１）農作物については、水稲ではイノシシ、いも類ではイノシシやアナグマ等、野菜では特にヒヨド
リによるキャベツ、ホウレンソウ等の被害が増加した。
また、被害額算出の根拠である販売単価の上昇等により被害額が増加した。

（２）人工林の被害は、主にシカによるものであり、生息域の拡大等により、被害が増加した地域があ
る一方で、防護柵等の被害対策や捕獲の効果等により、被害が減少した地域もあり、被害額は僅か
に減少した。

（３）特用林産物は、防護柵の設置やその維持管理を行っている地域では、最小限の被害に抑えられた
が、対策を講じていない自家消費用のたけのこのイノシシによる被害が増加した。

※中小型獣にはアナグマ、タヌキ等、鳥類にはカラス、ヒヨドリ等が含まれる。
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（２）鳥獣別被害の状況

166,033 140,948 136,976 142,618 104.1%

108,347 108,696 102,033 130,693 128.1%

45,010 45,477 43,319 31,061 71.7%

29,038 28,246 26,302 28,344 107.8%

34,576 49,484 30,063 69,560 231.4%

383,004 372,851 338,693 402,276 118.8%
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（単位：千円）



３ 今年度の主な取組

（１）各地域の鳥獣被害対策特命チームや鳥獣被害対策支援センターを中心に「守れる集落づくり」に
向けた合意形成づくりや、集落内での鳥獣被害発生状況を踏まえた、えさ場やひそみ場の除去による
生息環境の管理、有害鳥獣の捕獲、効果的な侵入防止柵や防鳥ネットの設置など、地域と一体となっ
た被害防止対策を推進する。

（２）被害が増加したイノシシやヒヨドリ対策に関する県域での研修会の開催や、電気柵の効果を高める
アース機能付き防草シートなどの新たな被害低減技術の実証展示ほを設置し、効果的な鳥獣被害防止
対策の県内への波及を促進する。

（３）国の鳥獣被害防止総合対策交付金を活用した侵入防止柵の整備や有害鳥獣捕獲対策を推進する。
また、わなの見回り作業を省力化する捕獲通知システムの普及や、GPS付き首輪を利用したシカや

サルの生息地域や行動範囲の把握、侵入した群れをセンサーで検知することで一斉捕獲が可能な檻わ
なの実証などにより、ICTを活用した鳥獣被害対策を推進する。

電気柵の効果を高める
アース機能付き防草シート

センサーで群れの一斉捕獲
が可能な檻わな
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鳥獣被害防止対策研修会の開催



（４）人工林のシカ等による食害等を防止するため、引き続き、防護柵設置の支援を行うとともに、
      被害防止効果の高い強化型防護柵の設置や防護柵の適正な維持管理について普及を行う。

（５）特用林産物については、「しいたけ等特用林産物生産強化事業」により、電気柵や侵入防止ネッ
      ト、人工ほだ場などの設置を支援する。また、「原木しいたけ新規参入者向けの基礎研修及びス
      テップアップ研修」において、鳥獣害対策関連の情報周知を行う。

（６）シカ、サル等の生息状況や被害実態を把握するとともに、捕獲を推進するため、有害鳥獣捕獲及
      び狩猟に加え、シカの生息密度の高い地域やイノシシ被害が甚大な地域において、県の委託による
      捕獲事業を実施する。

（７）狩猟に関する相談会やハンティング模擬体験等を行うイベントを開催し、県民の狩猟への関心を
高めるとともに、新規狩猟免許取得希望者を対象とした講習会を開催するほか、狩猟免許取得経費
の一部助成を行い、狩猟免許を取得しやすい環境づくりを行う。
また、狩猟者を対象とした捕獲技術講習会等を開催し、狩猟者の確保・育成を図る。

しいたけの人工ほだ場設置強化型防護柵（シカ対策） ハンティング模擬体験
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